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ションを生むようなオープンラボ的な機能も考

えられるところであります。 

 まずは、いま一度県内の食品加工の現状、そ

して課題をしっかりと分析した上で、こうした

機能面について県内の食品加工事業者の方々、

大学の関係者など幅広く御意見をいただきなが

ら検討を深めてまいりたいというふうに考えて

おります。 

○７番（土居央君） ありがとうございました。

次なる挑戦に向けまして、食品産業の支援強化、

また頑張っていただきたいと思います。用意し

た全ての質問を終了いたしました。それぞれの

御答弁本当にありがとうございます。 

 最後になりますけれども、知事におかれまし

ては12年間、本当にお疲れさまでございました。

高知県のために全力疾走で12年間駆け抜けてこ

られた、そういう印象を持っております。 

 尾﨑知事の誕生の折、私は市政に身を置く立

場でございました。そして、私が議員になった

ときは前橋本県政、そして松尾市政でございま

した。その中で尾﨑県政、そして岡﨑市政の誕

生で大きく潮目が変わったということを実感し

てまいりました。特に、県と市の堀が埋まりま

して、随分と県市の連携が前進した、そういう

ことを強く肌で感じてきたことを覚えておりま

す。大変な時代の中で、本当に難題に敢然と立

ち向かい、前例のない道を歩み出そうとする気

概、そして有言実行の行動力には大変感銘を受

けてきたところでございます。 

 知事の今後ますますの御活躍を心から祈念を

いたしまして、私の全質問とさせていただきま

す。ありがとうございました。（拍手） 

○議長（桑名龍吾君） 以上をもって、土居央君

の質問は終わりました。 

 ここで午後３時55分まで休憩といたします。 

   午後３時47分休憩 

 

――――  ―――― 

 

   午後３時55分再開 

○議長（桑名龍吾君） 休憩前に引き続き会議を

開きます。 

 一問一答による議案に対する質疑並びに一般

質問を続行いたします。 

 依光晃一郎君の持ち時間は50分です。 

 16番依光晃一郎君。 

○16番（依光晃一郎君） 尾﨑県政最後の質問者

ということになりました。23番目の登壇という

ことで、普通に質問をしては屋上屋を重ねてし

まうと思います。そこで、お許しをいただきま

して、未来の高知県民や研究者が尾﨑県政を理

解するために役立つ質問をという意図を持って、

質問をさせていただきたいと思います。 

 未来の高知県民や研究者にとって、尾﨑県政

は成果を上げた県政という評価になると思いま

すが、実は政策的な岐路があり、失敗を恐れ無

難な道を選んでいれば、令和元年の高知県は今

とは違ったみじめな高知県であった可能性さえ

あったということが明らかになればと思います。

また、正しい選択肢を選び取ったという意思決

定プロセスも未来の県政に受け継いでいただき

たいとも思います。知事、副知事を中心に質問

させていただきますが、後世の研究者にとって

は、御答弁が一級資料になりますし、また教育

委員会の歴史副読本にもエピソードが採用され

るかもしれませんので、しっかりと御答弁をよ

ろしくお願いいたします。 

 まず最初に、尾﨑県政が誕生した平成19年冬

の高知県の状況を思い出してみたいと思います。

橋本大二郎知事の最後の４期目４年間は、県議

会での辞職勧告決議議案可決、出直し選挙が初

年度にあり、議会も県民も選挙を通じて分断さ

れた不安定な状態であったと思います。また、

橋本県政４期目は平成15年冬からのスタートで、
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大企業、製造業を中心とした日本の景気回復が

19年まで続いていく時期と一致していながら、

その恩恵を受けることができなかったという、

景気回復の流れから取り残された４年間でもあ

りました。不出馬を表明した橋本知事は、後継

候補を出すという動きもありましたが、結局不

調に終わり、次の高知県のかじ取り役はどうな

るのだろうと県民の心配が高まる中で、尾﨑知

事が名乗りを上げ、圧倒的な県民の支持を得て

高知県知事に就任されます。 

 この質問をつくりながら、そういえば尾﨑知

事は１回目の選挙で何を訴えていたのかと思い、

当時のリーフレットを見返してみました。そこ

にはおなじみの対話と実行という文字とともに、

力を合わせて高知に活力をという言葉がありま

した。力を合わせてというフレーズは、選挙を

通じて分断されていた高知県にとって、県民の

希望になったのではないかと思います。 

 また、尾﨑県政最初の12月県議会、初登壇の

ときにこういう発言もありました｡｢県勢は下向

きにあると言われていますが、私は決して悲観

をしておりません。なぜなら、高知には豊かな

自然を初め歴史や文化、そしてすばらしい人々

とすばらしい資源がたくさんあるからでありま

す。高知の強みを伸ばしていくことで、この４

年間を、県勢を上向きに転じる輝かしい期間に

したいと思います。そして、そのために積極的

な対話を通じて人と人、民間と行政、地域と地

域などのつながりを築くことで人々の力を結集

して、活力あふれる高知を目指してまいります」

というものでした。私は、積極的な対話、人々

の力を結集という言葉はとても重いものだと感

じます。 

 まず最初に、尾﨑県政のキーワードである対

話と実行の対話、特に人々の力を結集してとい

う初登壇時に述べられた思いについて知事にお

聞きをいたします。 

○知事（尾﨑正直君） 私は、12月に就任させて

いただいたとき、12年前でありましたけれども、

そのとき正直申し上げて強烈な危機感を持って

おりました。さまざまな県勢指標を見ましたと

きに、高知県が全国最下位レベルと言うにとど

まらないものがある、要するに全国は上向いて

いても高知だけはついていけていない、もっと

言いますと、四国の他県は上向いていても高知

だけはついていけていないというものが多々あっ

たという状況でありました。これだけ厳しい状

況ということであれば本当に力を合わせて、み

んなの力を結集して対応していくことが必要な

のだろうと、そのように思わさせていただいた

ところであります。 

 そういう意味において、国政の与党、野党を

超えて、国政野党の皆様方にも一緒に力を合わ

せていただいて、本当に心から感謝を申し上げ

ているところであります。また、あわせまして、

市町村政との連携・協調という点においても力

を合わせていただきたい、そのことをお願いし

て、その実現もいただき、また多くの県民の皆

様方にも大変お力を賜りました。 

 このように、力を結集する、そのためにもま

ず大事なことは対話をすることだ、そういうこ

とで対話と実行、力を合わせて高知に活力をと

いうことを当時のキャッチフレーズにさせてい

ただいたところでありました。ある意味、危機

感の裏返しであったと、そのようにも思わさせ

ていただいておりますし、また力を合わさせて

いただくということについて、本当に多くの皆

様の御協力をいただいたことに感謝を申し上げ

たいと、そのように思います。 

○16番（依光晃一郎君） 次に、対話を通じて県

民の知恵を集め、人々の力を結集してつくり上

げた産業振興計画についてお聞きをいたします。 

 産業振興計画はバージョンアップを繰り返し、

今年度で第３期ver.４となっております。先月
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17日にフォローアップ委員会を傍聴させていた

だきましたが、順調に進化を続けていると感じ

ました。この産業振興計画は、知事就任後すぐ

に動き出します。知事就任から２回目の議会で

ある平成20年２月議会で、産業振興計画を策定

するため担当の副部長やワーキンググループを

新たに設け、地域の方々や地域支援企画員、出

先機関の職員との連携を強化するほか、ブラン

ド化戦略を部局横断的に検討するため庁内の連

携体制と事務局体制の充実を図りますと述べら

れ、スピード感を持って県庁を尾﨑流の組織に

変えていきます。年度がかわり、平成20年４月

には総務省から恩田馨部長が着任し、６月から

受田浩之高知大学副学長を委員長とした産業振

興計画の検討委員会がスタートします。この平

成20年は激動の年となったのではと思います。 

 ネットで産業振興計画検討委員会と検索して

いただけば、第１回の会議の概要を今でも見る

ことができるのですが、各委員が本気で議論を

しております。特に、数値目標についてどう取

り扱うかという議論は、高知を何とかせねばと

いう委員の熱意が伝わってきました。 

 また、当時の政策推進課がつくった産業振興

計画の策定についてという資料も公開されてい

るのですが、次の記述があり驚きました。それ

は､｢数値目標を設け、ＰＤＣＡを行い得るもの

とする。その際、生産額や雇用といった指標の

ほか、地域の良さをアピールできる指標も併せ

て検討する｡｣というものです。民間だけではな

く、取りまとめをする高知県庁にも、数値目標

とＰＤＣＡサイクルについての意識が最初から

あったことがわかります。この数値目標の設定

とＰＤＣＡサイクルの導入は尾﨑県政の大きな

特色ですが、県庁という大きな組織で導入する

際には、大変なアレルギーがあったのではと想

像します。 

 数年前、当時の総務部長であった恩田さんに

お聞きをしたのですが、産業振興計画策定時期

には幹部職員のストレスも大きくて、現在の形

での産業振興計画ではなく、妥協をした、もっ

とレベルの低い計画になった可能性もあったと

いうことでした。私は、産業振興計画というの

はスムーズにでき上がり成果を上げたという評

価ではなくて、当時の県庁職員の皆さんによる

産みの苦しみがあったということをしっかりと

残しておくことが、今後の高知県政にとって、

また未来の県庁職員にとっても有益だと信じて

います。 

 そこで、産業振興計画検討委員会の時期に総

務部副部長で、初代産業振興推進部長であった

岩城副知事に、産業振興計画の産みの苦しみな

ど、策定前後の状況についてお聞きをいたしま

す。 

○副知事（岩城孝章君） 知事が就任して、平成

20年度に産業振興計画を実際につくり上げてい

く時期には、私は総務部副部長ということで、

そのときは企画振興部が各産業部局を集めて計

画の策定をしておりました。総務部副部長は

ちょっとそれを傍観するという立場にありまし

て、産みの苦しみについては正直詳細なことは

わかっておりません。ただ、大変な作業をして

いるということだけはわかりましたし、こうし

た難しい仕事を誰が実行していくんだろうかと

いうような思いで見ておりました。 

 ただ、産業振興推進部で仕事をするようになっ

て、その後いろいろ勉強させていただいたとき、

その当時、産業振興計画を策定する以前は、や

はり各産業分野それぞれにビジョンや計画はご

ざいましたが、その目指す方向や目標年次も全

くばらばらといったような状況でございました。 

 産業振興計画の策定に当たりましては、こう

した全くばらばらの状況を同じベクトルのもと

に一つの計画として、しかも関係団体の御意見

を聞きながら短い時間で策定する必要があり、
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今振り返れば、これまでの県庁の仕事の中でも

最も難しい仕事の一つであったのではないかと

いうふうに思っております。 

 また、計画のスタート後は、計画をよりよい

ものにするとともに、大きな成果を上げるため

にインプットだけではなくアウトプットやアウ

トカムにこだわり、部局間の連携の徹底やＰＤ

ＣＡサイクルによる取り組み状況の点検、検証

を四半期ごとに実施するなど、それまでと仕事

の仕方が大きく変わり、戸惑う職員も多かった

んではないかと思いますが、知事のリーダーシッ

プのもと、職員も日々成長してきました。 

 もう一つ、大変ありがたいのは、知事の初め

ての政策、看板政策ということで、県議会議員

の皆さん方、関係企業の皆さん方、また多くの

県民の皆さん方に大変いろんな形での御助言と

かをいただきました。そのことがＰＤＣＡサイ

クルを回していく上でいろんな形でそういうこ

とを参考にして取り組んだ結果、現在産業振興

計画の成長につながっているんではないかとい

うふうに思っております。 

○16番（依光晃一郎君） ありがとうございまし

た。先ほどお聞きしただけでも相当の業務量が

あって、また仕事のやり方が変わっていくとい

うことで、民間であっても数値目標というのは

怖いものであって、なかなか大変だったろうな

というふうに思います。 

 さて、このような状況の中で産業振興計画が

策定できたというのは、私は高知県庁の職員の

能力が極めてすぐれていたからだという仮説を

立てております。先ほども述べましたように、

数値目標の設定やＰＤＣＡサイクルというのは、

民間企業であれば当たり前ですが、単年度予算

で動く行政ではアレルギーが強いのではと思っ

ております。県庁として、スタート時から数値

目標の設定とＰＤＣＡサイクルの導入を決めて

いたことに関して、改めて敬意を表したいと思

います。 

 このＰＤＣＡサイクルですが、高知県庁でい

つから使われるようになったかと疑問が湧き、

高知県議会の会議録検索システムを使って調べ

てみました。私の想像では、産業振興計画が策

定された後にＰＤＣＡサイクルが使われるよう

になったのだろうと想像して検索したのですが、

結果は意外なものでした。初めての登場は平成

17年12月定例会で、高知県行政改革プランにか

かわることで登場します。つまりＰＤＣＡサイ

クルという概念は、尾﨑県政以前の橋本県政時

代から使われていたのです。 

 また、総務部の中に業務改革推進室という部

署があり、橋本県政で行われていた県庁職員の

定数削減、民間への県庁業務のアウトソーシン

グなどの業務を通じて、ＰＤＣＡサイクルや数

値目標の設定ということに対しての意識が醸成

されていたのだと推測いたします。つまり、尾

﨑知事のリーダーシップを実現できるスキルが

県庁職員にあったからこそ、産業振興計画がス

ムーズに実行に移せたという仮説です。 

 産業振興計画策定時において、県庁職員にＰ

ＤＣＡサイクルや数値目標に対しての理解と能

力があったからこそ、困難を乗り越えて産業振

興計画がスタートできたという私の仮説につい

てどうか、尾﨑県政誕生時の平成19年に業務改

革推進室長であった岩城副知事にお聞きをいた

します。 

○副知事（岩城孝章君） 行政改革プランで平成

17年12月、議員がおっしゃられるようにＰＤＣ

Ａサイクルという言葉がございました。その当

時、この行政改革プランのまさしく実行部隊で

あった業務改革推進室長という立場で、職員の

削減であるとか、あるいは事務システム、総務

事務システムを手がけておりました。 

 ただ、こういう言葉はございましたけれど、

私自身これをしっかり回していくというような
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意識は、申しわけないですけれど、そのときは

ございませんでした。私だけかと思って、ちょっ

とその当時一緒に仕事をした吉村観光振興部

長、鎌倉健康政策部長に確認しましても、２人

ともそういう意識はなかったということでござ

います。言葉としては認識はしておりました。 

 加えて、現議長の桑名議員から平成19年６月

議会で、ＰＤＣＡサイクル、アクションプラン

ではあるけれど、ＰとＤはやっているけれど、

ＣとＡは全くやっていないじゃないかという御

指摘がありました。ＰＤＣＡサイクルに関して

は、その当時はそういうような状況で、やはり

産業振興計画が始まって以降、職員にそれが浸

透していったということだというふうに思って

おります。 

○16番（依光晃一郎君） 私の仮説は間違っておっ

たということでしょうが、議会で桑名議長の指

摘があったというように、議会側はしっかり議

論しておったということがわかりました。けれ

ど、私はそれでも能力はあったんだろうと思っ

ております。 

 次に、産業振興計画検討委員会での御苦労に

ついてもお聞きをしていきます。このことにつ

いては、検討委員会の委員長をお務めになり、

その後のフォローアップ委員会でも委員長をお

務めの高知大学副学長、受田浩之教授にお聞き

をしました。受田先生によると、第１回の検討

委員会が特に印象的とのことでした。なぜかと

いうと、当時の高知県工業会の会長、技研製作

所の北村社長が、産業振興計画策定について

真っ向から反論したからだそうです。 

 そこで、ホームページにあった第１回高知県

産業振興計画検討委員会の概要という資料を読

んでみると、Ｄ委員として登場する北村社長が、

歴代の知事も産業振興についての計画をつくっ

てきたが結局成果は出ていないではないかとい

う意見を述べられています。また、資料に詳細

は載っていませんが、受田先生の記憶によると、

北村社長から、新しくつくろうとしている計画

も結局は成果が出ないだろう、むしろその分の

予算を技研製作所を含む地場企業に投資をして

くれたなら、県が目指す製造品出荷額の目標を

達成してみせるというような発言があったよう

です。私の想像ですが、当時の高知県工業会所

属の企業は補助金などの支援が届きにくく、歴

代県政への不信感があり、加えて高知県民特有

のお上を嫌ういごっそう気質から、けんか腰の

意見となったのではと思います。 

 また、橋本県政においても、高知県産業振興

センターを中心に地場産業支援はやっていたと

思いますが、技研製作所のような企業への支援

は手薄で、県の優先順位は企業誘致など県外企

業に向かっていたのかもしれません。橋本県政

の製造品出荷額ピークは平成７年の7,055億円

で、13年後の平成20年の時期においては、まだ

一発逆転で大企業の誘致を実現させたいという

成功体験を引きずった思考だったのではと想像

します。ちなみに、平成７年は三菱電機高知工

場１社だけで958億円を占めていました。 

 念のため、北村社長についてフォローをさせ

ていただくと、技研製作所の平成30年８月期決

算の売り上げは、291億4,000万円ということで

した。先ほど述べたエピソードの時期である平

成20年決算の売り上げが127億5,000万円ですの

で、高知県の製造品出荷額にも大きく貢献して

いるということで、当時の発言は自信の裏返し

であったのだと思います。また、数年前から高

知県は防災産業の育成に力を入れていますが、

東日本大震災後の高知県の販売支援は技研製作

所の売り上げに貢献し、社長の県政への意識も

変わったことと思います。 

 前置きが長くなりましたが、産業振興計画検

討委員会での御苦労という話に戻ります。北村

社長が述べられていたように、歴代知事の産業
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振興についての総合計画づくりが失敗し続け、

また高知県民のいごっそう気質は全県的な総合

計画に不向きであるにもかかわらず、オール高

知の総合計画を策定できたことは、高知県政始

まって以来の奇跡的な快挙であると感じます。 

 この高知県工業会会長とのバトルのようなこ

とが検討委員会の時期には幾つかあったと思い

ますが、このときの苦労を振り返ってどう感じ

ておられるか、知事にお聞きをいたします。 

○知事（尾﨑正直君） 確かに、産業振興計画を

つくっておるとき、さらにつくっても一、二年

ぐらいの間というのは、一言で言うと、さんに

かけてもらっていなかった、だから大変苦労し

ました。フォローアップの策定委員会で議論を

させていただくときもしくは県民の皆様とも話

をしていて一番苦労したのは、多くの方から、

どうせ絵に描いた餅だろうと、つくって終わり

の産振計画、それならつくらないほうがいいん

じゃないかとか、そういう御意見というのはた

くさんいただいたところでありました。なので、

そうではないと、つくって本当に実行しますと

いうことを言うために、当時の産業振興計画の

キャッチフレーズは、当たり前のことなんです

けれど、本気で実行でありました。それをいつ

も言っていました。そういう形で何とか信じて

いただこうと苦労したことを覚えております。 

 もう一点は、地産外商、これは無理だろうと、

そういう御意見もたくさんありました。もっと

言いますと、昨日も申し上げたかと思いますけ

れども、東京から帰ってきたばかりで偉そうな

ことを言うなと、東京に売り込みに行こうとし

てもそれができないから、なかなか地産外商な

んていうのは進まないんじゃないかと、そうい

う御意見もたくさんいただきました。そういう

意味において、この地産外商困難論というのも

たくさんお話をいただいたところです。 

 ただ、そうやって、北村社長もそうですけれ

ども、厳しく言っていただく方、厳しく批判し

ていただいた方こそ、後々いろんな形でアドバ

イスをいただきました。地産外商の地に産する

ものを生かすべきだという思想を徹底して、い

ろんな具体論も含めて御教授いただいたのが北

村社長でもありましたし、先ほど言った地産外

商は無理だ、もっと言うと絵に描いた餅論、そ

んなことを言われた方に限って多くのお知恵を

いただいた、本当に感謝を申し上げたいと思い

ます。 

 ただ、もう一個ありまして、第１回目のフォ

ローアップ委員会でも議論した点でありました

けれども、実は若干アプローチの仕方に違いが

あって、そこの議論というのは非常に大きかっ

たと思っています。実は、ゴールを設けて数値

目標を一定設けるということについては、昔か

らある程度はやっていたと思います。ただ、問

題はその数値目標を設けても、それを実現する

ための具体の手法がない、政策がない、そうい

う場合が非常に多かったと、私には思えました。

ですから、個々個別の課題についてしっかり分

析をして、何を解決していくべきなのか、川上

においてどうか、川中においてどうか、川下に

おいてどうか、それをまずしっかり分析するこ

とから始めるべきだと、私は当時盛んに言わせ

ていただいていました。 

 ですから、一個一個、個別の分析への対策み

たいになっていって、どちらかというと支流は

あるが本流がないとかとよく言われたり、そう

いう御批判も受けたりしたものでありました。

ただ、やはりまずその個々個別の分析というと

ころから始めないと、実際に大きな目標を立て

ても、その目標達成のための具体の手段という

のが浮かび上がってこないのではないか、そう

考えて、地味なことではありましたけれども、

個々個別の各ポイントについての分析をしても

らったということでありました。 
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 そういう手法に対して、そうではなくて大き

な目標を先に掲げていくべきではないかという

御議論も結構あったりしまして、そのとおりな

んですけれど、ただそうなるための前段として

個々の分析をやらせてほしいということを盛ん

に当時申し上げていたところであります。最終

的に個々の分析に基づいた大きな数値目標を掲

げられるようになったのは第２期産振計画から

でありまして、それから明確にマクロの目標、

アウトカム目標というのを定めています。それ

までは多分アウトプット目標までだったと、そ

ういうふうに思っております。 

○16番（依光晃一郎君） 本当に真剣に議論され

ていたことが伝わりますし、もっと聞いてみた

いこともあるんですが、時間がなくなってきま

すので進みたいと思います。 

 ここまで産業振興計画策定の御苦労話を聞き

続けていますが、このことにはわけがあって、

私も似た経験があるからです。少しだけ私の経

験をお話しさせていただきたいと思います。今

からさかのぼること15年前の平成16年から２年

間、土佐経済同友会で地域経済活性化委員会の

委員長を務めさせていただきました。ミッショ

ンは、高知県の産業振興策についての提言をつ

くることです。当時の日本銀行、迫田高知支店

長が音頭取りで、高知県企業、金融機関、大学

などから、そうそうたるメンバーが集い、当た

りさわりのない人選ということで20代の私が委

員長となりました。県からは、産業振興センター

の専務理事であった田中拓美さんに来ていただ

いておりました。 

 当時は小泉内閣の三位一体改革の時期で、公

共事業が削減され、高知県内でお金が回らなく

なってきており、国に頼らずみずから稼げる県

にしなければならないという問題意識から、熱

心な議論が続きました。今から考えれば、尾﨑

知事の産業振興計画を先取りした議論を４年前

にしていたのではとも思います。 

 さて、私が委員長を務めたのは２年間で、次

の委員長は渋谷日銀高知支店長にお願いをしま

した。渋谷支店長は、尾﨑知事就任以来、定期

的に意見交換をされていたので、尾﨑知事はよ

く御存じであろうと思います。渋谷日銀支店長

が同友会の委員会で導入したのが、ＳＷＯＴ分

析とマトリックス分析の併用という方法論でし

た。簡単に説明すると、高知県の産業ごとに、

強み、弱み、機会、脅威をそれぞれ分析して１

つの表にまとめるというものです。 

 委員会では、農業分野、林業分野などと、そ

れぞれ分野ごとに講師をお迎えして、強み、弱

み、機会、脅威について順番に検討していきま

した。この検討の過程で、農業分野の講師とし

て、後に産振計画フォローアップ委員会委員長

となる受田先生を御推薦してくれたのが、県の

田中拓美さんでした。田中さんは、当時はまだ

県庁の中でメジャーな意見とはなっていなかっ

た、食品加工業の振興を粘り強く主張されてい

た方です。 

 最終的に、高知県経済活性化の方向性と活性

化に関する提言として、尾﨑知事が就任される

年の８月に、橋本知事宛てに提出をしました。

御興味のある方は、土佐経済同友会のホームペー

ジでダウンロードできますので、ごらんいただ

ければと思います。ちなみに、私は書記となっ

ていますが、ロジ周りをやっていた書記で、提

言文章は全く書いておりません。 

 この提言では、優先・重点的に取り組む分野

として、１、第１次産業の再編とその周辺加工

業の振興、２、健康サービス産業の振興、３、

観光振興の３つを挙げております。特に、提言

にある第１次産業の再編とその周辺加工業の振

興については、尾﨑知事の産業振興計画におい

て、食品加工業の振興ということで花開いたの

ではと思います。また、ＳＷＯＴ分析とマトリッ
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クス分析の併用という方法論についても、産業

振興計画の策定時に役立ったのだと理解をして

おります。 

 私は、尾﨑知事の産業振興計画において、食

品加工業に力を入れていただいたことを大変評

価しております。さきにも述べましたが、過去

の高知県政、商工分野においては、県外の大企

業誘致が花形である一方で、食品加工業にはほ

とんど力が入っていなかったように感じます。

しかし、尾﨑県政となって食品加工業に光が当

たり、そして地産外商戦略の中で、高知県内の

地域地域で商品開発が進み、大きな広がりとなっ

たということは非常に意義あることに感じます。 

 そこで、尾﨑知事になってから光が当たった

食品加工の分野についてどういった思いで支援

してきたのか、知事にお聞きをいたします。 

○知事（尾﨑正直君） 私は地産外商という話を

させていただきました。もっと言いますと、持

てる強みを生かすということが大事だろうと思っ

ています。地域によっては企業誘致、これが非

常に強みだという地域もあると思います。ただ、

高知の場合は、例えば災害リスクとかというこ

ともあり、必ずしもそれが例えば関東北限にあ

る県とか、そういうところに比べれば優位では

ないというところがある、他方で１次産業とい

うことでいけば、比較優位があります。また、

資源の賦存量が非常に多いという点もあると思

います。比較優位があって資源の賦存量の多い

産業を生かせというのが経済学の道理というこ

とかと思います。ですから、１次産業を基幹と

して、その派生関連産業群を生かすというのが

産業振興計画の一番原型となったところの考え

方であって、地に産するものを生かして外で商

うというものに、その地産の強化という点はま

さに今言った産業分野を指すということであり

ます。 

 ですから、１次産業の関連産業群というのは

食品加工の分野ということになるわけでありま

して、そういう意味において、この食品加工と

いうのは戦略的に非常に重要な産業だろうと、

そういうふうに思ったところです。裾野も広い

産業でありますし、非常に重要、あわせて観光

業についても自然と食を生かす観光、そういう

ことにつながっていく。高知の場合、それに歴

史も加わっていくわけですけれども、そういう

意味において派生関連産業群として有用という

ことだと考え、重点的な対象とすべきと、その

ように考えたところです。 

 そういう中において、経済同友会の高知県経

済活性化の方向性と活性化策に関する提言、こ

れは私も参照させていただいて、大いに参考に

させていただいたところです。ここにある考え

方というのも、持てる強みを生かそうではない

かということ、一言で言えばそういうことだっ

たろうと思います。これは大きな戦略的な転換

だった、そういうことを示す提言だったんじゃ

ないかと思います。本当に私も大いに学ばさせ

ていただいて、産業振興計画の策定に当たらせ

ていただいたということであります。 

○16番（依光晃一郎君） ありがとうございまし

た。同友会の提言のときに、自分は全く役に立っ

てなかったわけなんですけれど、印象的だった

のが、高知を何とかしたいという県外の支店長

さん方が本当に応援してくれて――今観光特使

で日銀の支店長を含めて残っておりますけれど、

そういった県外の方が応援してくれたことに高

知県民も触発されて頑張って提言を出したとい

うことはひとつ御紹介しておきたいと思います。 

 次に、食品加工業を支えた人材育成について

お聞きをいたします。先ほど御紹介した受田先

生は、土佐経済同友会の提言で書かれた、第１

次産業の再編とその周辺加工業の振興という項

目についての御示唆を与えてくれただけではな

く、産業振興計画の食品加工業の振興について
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も御貢献があったのだと認識しております。特

に、平成20年にスタートした高知大学の土佐フー

ドビジネスクリエーター、通称土佐ＦＢＣとい

う産業人材育成のプラットホームをプロデュー

スされました。この土佐ＦＢＣは、高知県企業

からも社員さんを積極的に集め、企業の食品加

工に対する技術レベルを向上させ、加えて販売

戦略という経営的な視点も講義の中に盛り込ん

だことから、企業の人材育成にも寄与しました。

また、土佐ＦＢＣを一緒に学んだという人的ネッ

トワークは、高知県企業同士の連携や、オール

高知で地産外商をしていく際の大きな力になっ

たことと思います。 

 また、この土佐ＦＢＣの成功は、土佐まるご

とビジネスアカデミー、通称土佐ＭＢＡの設置

につながりました。産学官の連携という言葉が

言われて久しいですが、高知県においては、知

の拠点、永国寺キャンパスも整備され、社会人

が学ぶ場として、またＩＴ・コンテンツ産業に

関する新たなプログラムがスタートしたりと、

尾﨑県政を通じて新たな付加価値を生み出す体

制が整ってきました。 

 そこで、本日は特に高知県の強みをさらに強

くするための食品加工業の人材育成について今

後どのように取り組んでいってほしいか、知事

にお聞きをいたします。 

○知事（尾﨑正直君） この人材育成事業は、必

ずしも食品加工の分野だけにとどまってスター

トしたものではなくて、むしろ地域アクション

プラン、これを何とか進行させていきたいとい

う中で、平成22年に「目指せ！弥太郎商人塾」

を開設したことがスタートであります。そして、

これをさらに発展させて、特に事業戦略づくり

とかのお役に立ちたいということで、平成24年

に土佐まるごとビジネスアカデミーという形で

展開をしていったということであります。 

 その中において、食品加工は重点産業対象分

野であるということ、さらにあわせて人材育成

が非常に重要であるということ、その分野にお

いてもですね、その点においてこの土佐ＦＢＣ

の取り組みについては大いに我々として参考に

させていただいたし、そもそもこの人材育成の

重要性を教えていただいた事業であります。今

はまるごとビジネスアカデミーとも一体となっ

て取り組ませていただいております。 

 平成29年度に食のプラットホームを設置させ

ていただいて、さらに取り組みを進めていって

いるわけであります。30年度にはＩＴ・コンテ

ンツアカデミーも開設をさせていただきました。

人材育成事業そのものをさらに充実していきま

すとともに、人材育成事業で学んだことを例え

ば試すことのできる場、先ほど土居議員の御質

問にもありましたけれども、そういう場がある

ことが非常に重要ではないのかなと、そういう

ふうに思っております。 

 もう一段ハイスペックな、もう一段競争力の

あるさまざまな取り組みにつなげていくために

も、人材育成と、そして挑戦をすることのでき

る場、この２つをつくっていく、これが大事で

はないかなと、そういうふうに思っています。 

○16番（依光晃一郎君） 次に、ＳＷＯＴ分析と

マトリックス分析の併用という方法論が、産業

振興計画策定時にどういった影響を与えたかに

ついてお聞きをしていきます。 

 私は、この方法論は同友会の提言から、受田

先生を通じて産振計画に影響を与えたと考えて

います。 

 さて、産業振興についての実効ある総合計画

が過去の歴代知事によって実現できなかった理

由は、農、林、水産、商工、観光と主要な５つ

の産業を一まとめにして議論する際に、一般的

な方法論がなかったからだと思います。加えて、

高知県のいごっそう気質に原因があり、おらが

おらがで自分の意見を主張するばかりで、他人
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の意見に耳をかさず、結果として横の連携と情

報共有が進まず、当事者以外は無関心というこ

とで、議論がすぐに壁にぶち当たったからだと

分析しています。この主要５つの産業を一まと

めに分析し、いごっそう気質を打ち破って、情

報共有、他者理解を深める方法として、ＳＷＯ

Ｔ分析とマトリックス分析の併用という方法論

にたどり着けたのは、高知県にとってブレイク

スルーであったと思っております。 

 高知県の産業振興計画は、国のまち・ひと・

しごと創生総合戦略策定にもつながっていきま

すが、高知県が全国１番目に策定したというこ

とから見ても、高知県の議論が先進的であった

ことは間違いありません。しかし、最近では、

個別の産業ごとのＰＤＣＡサイクルを回すこと

のウエートが大きくなり過ぎて、ＳＷＯＴ分析

の定期的な検証がおろそかになっているのでは

と感じます。 

 例えば、高知県がＩＴ・コンテンツ産業の集

積を目指し、新たな強みに変えようとして、ア

プリ開発コンテストなどの施策をやっているの

であれば、横の連携を発揮し、健康長寿政策課

の高知家健康パスポートアプリや危機管理防災

課の防災アプリなどを、高知県企業を育成する

視点で、開発コンテストのようなビジネスチャ

ンスを生み出す取り組みができなかったかと思

います。 

 私は、産業振興計画で雇用をつくり人口を維

持していくためには、時代に合った効果的な戦

略を立案し続ける必要があると思っております。

また、高知県の産業振興に貢献する人材育成に

ついても、高知県がどういう前提で戦略を練っ

たかという、思考プロセスがわかるＳＷＯＴ分

析とマトリックス分析に基づいた資料があれば、

人材を生み出し続けていけると思います。 

 そこで、ＳＷＯＴ分析とマトリックス分析の

併用という方法論で、高知県の産業の強み、弱

み、機会、脅威について分析した資料や手法を、

産業振興計画の理解を深めるためや人材育成の

ために活用する考えはないか、産業振興推進部

長にお聞きをいたします。 

○産業振興推進部長（井上浩之君） 本県の厳し

い経済状況を抜本的に変えていくためには、本

県の強みをいま一度見詰め直すとともに、弱み

を洗い出した上で社会経済状況の変化を捉えつ

つ、強みをさらに生かし、弱みをも強みに転ず

ることが重要であり、この計画の策定段階から

ＳＷＯＴ分析とマトリックス分析の併用、いわ

ゆるクロスＳＷＯＴ分析を用いまして、計画の

方向性を検討してまいりました。以後、計画の

バージョンアップのたびにこのクロスＳＷＯＴ

分析を重ねてきておりまして、その内容は毎年

度計画の総論編にも記載をしているところであ

ります。加えて、移住や観光のようにマーケティ

ングがより重視をされます分野については、具

体的な施策の検討に当たって、クロスＳＷＯＴ

分析を積極的に活用しているところであります。 

 こうした分析は、その分析手法を学び、みず

からが分析し、その分析結果からとるべき方策

を導き出すことが重要であり、事業者の方々の

マーケティングや事業戦略づくりに用いられる

ものであります。このため県では、県内のもの

づくり企業の事業戦略や食品事業者の輸出戦略

などの策定支援にこの手法を導入するほか、土

佐まるごとビジネスアカデミーの経営戦略コー

スにおいて、この手法を学ぶ講座も実施してい

るところであります。 

 今後、産業振興計画における分析結果も活用

しながら、そうした手法を学び、実践する場の

充実に努め、人材育成にもつなげてまいりたい

と考えております。 

○16番（依光晃一郎君） ありがとうございまし

た。 

 次に、尾﨑県政が生み出した新たな連携につ
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いてお聞きをしていきます。尾﨑県政の特徴は、

産業間、県庁部局間の壁を越えて新たな連携を

生み出したことであると思います。私は、哲学

的な奥行きさえ感じる高知家というコンセプト

にも注目したいと思います。この高知家につい

ては平成25年６月からスタートしておりまして、

私は直後の９月議会で最上級の敬意を表して議

会質問をさせていただきましたが、今でもその

思いは変わりません。 

 高知家バッジはこれまで約38万個流通してい

るとお聞きしましたが、高知県民が自腹でお土

産として県外に配ったり、高知家のＴシャツを

ふだん着として着て日常的にＰＲしたりと、高

知家というコンセプトに高知県民としての誇り

を託しているのではとさえ思ってしまいます。 

 また、高知家のキャッチフレーズは、産業振

興分野だけではなく、部局の垣根を越えて教育

委員会や健康政策、福祉政策でも使われており

ます。これだけ広く使われるキャッチフレーズ

は全国的にも珍しいのではと思います。私は、

この尾﨑県政で生まれた高知家というコンセプ

トは、県民性をよくあらわした最高傑作である

と思っておりますし、今後の県政でも使い続け

てもらいたいと思います。 

 この高知家というコンセプトについてどういっ

た感想を持っているのか、知事にお聞きをいた

します。 

○知事（尾﨑正直君） 私は、初めて知事室でこ

の高知家というのを見させてもらったとき、本

当にこれはすばらしいと、直感的に思いました。

高知県民の皆様の優しさとか温かさとか、そう

いうものを本当に端的にあらわした言葉だなと

思って、結果として今38万個のピンバッジが出

ているわけであります。さらに、高知家のロゴ

を利用した商品、255件だそうでありますけれど

も、本当に多くの皆様にいろんなシーンで使っ

ていただいています。ありがたいことだなと、

こういう形で県民の皆様に浸透いただいたこと

についてもありがたいことだと、そのように思っ

ています。 

○16番（依光晃一郎君） 次に、リーダーとして

の尾﨑知事の特徴についてお聞きをしていきま

す。私が今後、人に、知事としてどんな特徴が

ありましたかと尾﨑知事に対して聞かれたなら

ば、一つ一つの政策の論理性を求め、結果にコ

ミットメントした知事だったと答えたいと思い

ます。政治家としての口癖は、ＰＤＣＡサイク

ル、数値目標、パス回し、５Ｗ１Ｈの４つが思

い浮かびます。 

 そこで、尾﨑知事は、ＰＤＣＡサイクル、数

値目標、パス回し、５Ｗ１Ｈというようなキー

ワードで大きな県庁組織を動かしていったと思

いますが、どういったことに気を配ってきたの

か、お聞きをいたします。 

○知事（尾﨑正直君） 特に産業振興計画のよう

な経済政策の場合の重要な点、ほかの政策にお

いても重要なことだろうと思いますけれども、

大きく言いますと５つの点に気をつけてまいり

ました。 

 第１、必ず政策において明確な理念を掲げて

目標を設定すること、目指す姿というものを設

定するということ。そして第２に、それにかか

わる数値目標というものを到達点とゴール、両

方含めて設定をするということ。これが非常に

重要ということであります。 

 そして第３に、いわゆるパス回しにかかわる

と、もっと言えばストーリーをつくるというこ

とにもなろうかと思います。もっとブレークダ

ウンして言わせていただきますと、システム全

体で考えて、川上、川中、川下全体でその政策

を論じて、それぞれのボトルネック、そして牽

引役は何かを見出し、ボトルネックを解消し、

牽引役を育てるような政策をつくるということ。 

 そのことをそれぞれに展開しようとし、さら
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にあわせて経済効果をそれぞれの地域に波及、

県内全域に波及させていくという観点から、第

４ということになりますけれども、いわゆるネッ

トワークをつくるということを非常に意識して

まいりました。例えば、中山間対策では３層構

造の政策群をつくるんだと、集落活動センター

をつくったりして地域にも効果が及ぶようにす

る、そういうことなども心がけてきたところで

あります。 

 近年は、いわゆるイノベーションを生み出し

ていくようなプラットホームをできるだけつくっ

ていこうということも、あわせて意識をしてき

たところであります。パス回しにかかわる部分、

すなわちストーリーにかかわる部分ということ

で言わせていただければ、システムを見る、ネッ

トワークをつくる、プラットホームをつくる、

この点について意識して政策形成に取り組んで

きたところであります。 

 そういう形で政策についてつくり上げていっ

たら、それを各部署部署に５Ｗ１Ｈという形で

割り振っていくということが大事であって、そ

の上でもってＰＤＣＡサイクルを回すというこ

とが大事だろうと思っています。このことをずっ

と展開してきたということかと、そのように思っ

ています。 

 職員の皆さんそれぞれ、私が言わなくてもど

んどんどんどん取り組みを進めてくれるように

なって、ありがたいことです。産業振興計画の、

一番最初つくったときのパンフレットというの

が今手元にありますけれども、22ページしかあ

りません。今、第３期産業振興計画のver.４が

ありますけれども、90ページあります。でも、

これは１冊にとじることのできる限界がこれぐ

らいだから90ページでとどまっているんであっ

て、実際中身で言えばもっともっと分厚いだろ

うと思っています。22ページを90ページまでに

持っていってくれた、みんながいろんな知恵を

練ってくれたからでありまして、感謝申し上げ

たいと、そのように思います。 

○16番（依光晃一郎君） 次に、東京事務所のパ

ワーアップについてもお聞きをいたします。 

 尾﨑県政の特色として忘れてはいけないのが

予算獲得の力です。知事はドリルと称されるこ

ともありますが、論理的に政策を練り上げ、予

算の必要性を訴えて、予算を獲得していくやり

方をされました。昔のように国の人口も予算も

ふえる時代であれば、ふえた予算を国会議員が

陳情してくる地方に分配するというシステムだっ

たかもしれませんけれども、今では人口減、予

算減の時代として、陳情ではなく予算獲得のた

めに論理性を磨いて政策提言をした、このこと

に力を発揮したのが東京事務所で、知事就任後

に組織が拡大され、その存在意義は拡大し続け

ております。 

 そこで、尾﨑県政となって東京事務所の役割

や機能がどう変わってきたのか、知事にお聞き

をいたします。 

○知事（尾﨑正直君） １つ目は、政策提言の拠

点であります。そして２点目は、地産外商の拠

点であります。この２つの役割を果たしてもら

いたいということで、機能の強化を図ってまい

りました。 

 後にこの地産外商については、それぞれの組

織がさらに引き継いでいくことになります。地

産外商公社とか、ものづくり地産地消・外商セ

ンターとか、そういう形に展開していくわけで

ありますが、いまだに東京事務所はそのバック

アップをする役割を果たしてくれているところ

であります。本当に高知にとってはなくてはな

らない組織だと、そういうふうに思っています。 

○16番（依光晃一郎君） ありがとうございまし

た。本当に東京事務所の皆さんも頑張られて、

知事がどんどんどんどん知事としての役割があっ

て、そのこともサポートされたということで、
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本当に東京事務所の皆さんにも感謝申し上げた

いと思います。 

 次に、商工会、商工会議所についてお聞きを

いたします。 

 商工会、商工会議所は、その設立以来、地域

の事業者の経営などに助言、支援する第一線の

機関として、地域の事業者とともに地域経済の

維持・発展に大きく貢献してきています。しか

しながら、地域においては、人口の減少や廃業

の増加などによる事業所の減少により、組織の

維持が難しくなる商工会、商工会議所も発生す

るような状況でした。 

 そうした中、平成29年には県内の商工会など

で補助金の返還問題という残念な出来事があり

ましたが、県ではこの問題なども契機とし、商

工会などを取り巻く現状や果たすべき役割など

を整理し、補助要件の大幅な見直しなど、商工

会などへの支援を充実してきています。このこ

とは、地域経済の維持・発展に向けた知事の熱

い思いや強いリーダーシップのもとで、全国的

にも進んだ取り組みがなされてきたものと認識

をしております。 

 今後とも、人口減少が続く中で地域の商工業

の振興を図るために、さまざまな課題を抱える

地域の事業者に一層寄り添った対応が求められ

ると考えますが、これからの商工会や商工会議

所に期待されることについてどのように考えて

おられるか、知事にお聞きをいたします。 

○知事（尾﨑正直君） 商工会、商工会議所はこ

れからも地域経済の発展に大きな役割を果たさ

れるだろうと、そのように御期待を申し上げて

いるところであります。１つには、各事業者の

皆様方に対する伴走支援を行うという役割、経

営計画の策定とか、さらには後継者の確保とか、

今後もさまざまな取り組みをされることと思い

ます。そしてもう一点は、地域全体を盛り上げ

ていくような役割、地域の商店街全体としての

活性化策を講じられるとか、そういうお仕事も

大変意義は大きいであろうと、そのように思わ

させていただいております。 

 いずれの取り組みについても、県として産業

振興計画の枠組みの中で、例えばスーパーバイ

ザー、経営支援コーディネーターの配置であり

ますとか、さらには商店街の振興策の策定支援

でありますとか、そういう取り組みなどを通じ

て、ともに取り組みをさせていただければと、

そのように考えさせていただいております。 

○16番（依光晃一郎君） ありがとうございまし

た。商工会の補助金返還の問題、このときには

いろいろと自分も調査をしたんですけれども、

全国的に50％の組織率というのは高いハードル

であったのが、尾﨑知事のリーダーシップによっ

て変えられたというようなことを聞きました。

これは、本当に国の政策にドリルで穴をあけた

ような、そんなイメージを持っております。あ

りがとうございます。 

 最後に、山田高校の新学科開設に向けたＰＲ

についてお聞きをいたします。 

 高知県立山田高校は、令和２年４月から新た

な学科を設置し生まれ変わります。新たに設置

されるのはグローバル探究科で、商業科はビジ

ネス探究科にパワーアップ、加えてこれまでの

普通科を含めて３学科でスタートします。私は、

高知県で初めての探究を冠した学科に期待して

おりまして、変化し続ける時代を切り開いてい

ける人材育成ということで、高知県の教育にも

一石を投じる高校になると信じております。 

 私は、新しい学科のスタート時にはそれなり

の生徒数でスタートしていただきたいと思いま

すし、中学生にも親御さんにも新しい学校につ

いて知らせる必要があると思います。 

 そこで、山田高校の新学科開設に向けたＰＲ

についてどのように考えているのか、教育長に

お聞きをいたします。 



令和元年10月２日  
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○教育長（伊藤博明君） 山田高校のグローバル

探究科、ビジネス探究科の開設に向けたＰＲに

つきましては、まず学校が主体となりまして、

ホームページとかパンフレットの作成、配布は

もちろんのこと、香美市、香南市、南国市の全

ての中学校を訪問、それから７月にオープンス

クールを開催といったようなことを既に実施し

ております。また、あした３日には一日体験入

学を開催することになっておりまして、約210名

の中学生が参加するというふうにお聞きしてお

ります。 

 加えて、県教育委員会としましては、中学生

向けの公立高校紹介冊子の配布のほか、11月22

日には高知市、23日には香南市で探究科設置の

成功例として全国に広く知られております京都

市立堀川高校の元校長で、中央教育審議会分科

会委員などを歴任されております荒瀬克己先生

をお招きして、探究学習のシンポジウムを開催

する予定となっております。 

 また、11月に県内民放で放送予定のテレビの

広報特別番組の中でも、山田高校の探究学習の

取り組みを紹介させていただくということで、

今後も香美市などにも御協力いただきながら、

学校と県教委とが協力してＰＲ活動を行ってい

きたいというふうに考えております。 

○16番（依光晃一郎君） ありがとうございます。 

 山田高校に関しては、知事も政策提言の発表

を聞いていただいて、そのことがあったのかど

うかですけれど、文部科学大臣表彰を山田高校

がとりまして、また地域協働本部もやっぱり大

臣表彰をいただきました。そういう意味では、

本当に人材育成としても産業振興推進部にも大

変お世話になりながらできたということで、ぜ

ひとも教育委員会のさらなる支援をお願いした

いと思います。 

 きょうはこんなに時間が足らなくなると思い

ませんで、結構はしょりながらやってしまいま

して、お聞き苦しかったかとも思います。私と

しては、スーパースターのような尾﨑知事がい

なくなっても、技術であったりノウハウであっ

たり、それを引き継ぐことでしっかりとした県

政をやっていけるように、議会も当然予算をしっ

かりと通す立場でありますので、ＰＤＣＡサイ

クルも見ていきたいと思います。 

 知事、副知事に本当にいろいろな苦労話も聞

きたかったんですが、このことはまた公文書館

ができるとかいろいろありますんで、そこで研

究したらおもしろいのかなと思います。また、

いろんなノウハウとか――高知県の中で、県庁

おもてなし課という小説があって映画化もされ

ましたけれども、もしかしたら産業振興計画も

ですね、何か将来、高知県から日本を変えたと

いうようになれば、またそういう小説が生まれ

ドラマになったらうれしいなと、そういうふう

にも思っております。また、タイトルもいろい

ろあるかと思いますが、尾﨑知事とそれを支え

た県庁の職員みたいなタイトルになったら、知

事の12年間の苦労も報われるんではないかなと

思います。12年間本当にお疲れでございました。 

 以上で、私の質問を終わらせていただきます。

ありがとうございました。（拍手） 

○議長（桑名龍吾君） 以上をもって、依光晃一

郎君の質問は終わりました。 

 以上で、議案に対する質疑並びに一般質問を

終結いたします。 

 

――――  ―――― 

 

決算特別委員会の設置 

○議長（桑名龍吾君） 日程第３、決算特別委員

会設置の件を議題といたします。 

 お諮りいたします。平成30年度の決算を審査

するため、この際、10名の委員をもって構成す

る決算特別委員会を設置し、第15号及び第16号
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